


令和６年度　ひろしま給食推進プロジェクト
「ひろしま給食」１００万食メニュー　募集要項

１　目的
　　広島県産の食材を活用し、本プロジェクトの食育テーマに沿った「ひろしま給食」１００万食メニューを広く募集し、県民投票によって選定する「ひろしま給食」１００万食統一メニュー及び「ひろしま給食」１００万食メニューの普及やレシピを活用した食に関する指導を行うことにより、学校・家庭・地域が連携した食育を推進する。 

２　食育テーマ
食文化の魅力再発見～地元食材を取り入れて「和食」に挑戦！！～

３　主催
　　広島県教育委員会

４　協賛団体・企業
　　公益財団法人広島県学校給食会
　　一般社団法人広島県歯科医師会
　　広島県ＰＴＡ連合会
アヲハタ株式会社
　　株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所
　　大塚食品株式会社
　　オタフクソース株式会社
　　カゴメ株式会社
　　カルビー株式会社
ＪＡ全農ひろしま
ＪＡ広島中央会
株式会社ニシムラ
　　広島県漁業協同組合連合会
　　ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社

５　指導助言者
　　県立広島大学　地域創生学部　地域創生学科　山岡　雅子　教授

６　募集の内容
(1) 　メニュー募集内容
　以下の①～④の内容を全て満たすメニュー
1 本プロジェクトの食育テーマに沿ったもの
2 広島県産の指定食材５品目のうち、いずれかの食材（複数可）を使った、家庭でも簡単にできるもの
	指定食材
	クロダイ、レンコン、チンゲン菜、広島菜（菜漬けを含む）、りんご


3 学校給食に活用できるもの
4 他の料理コンテストや、レシピ集、レシピ本、インターネット等で未公表のもの
(2) 　応募部門
1 主食部門（ごはん、麺）
2 主菜・副菜・汁物部門（肉、魚、卵、大豆製品、野菜などを使用したおかず）
3 おやつ部門（食事と食事の間にとる間食）
(3) 　応募資格
どなたでも参加できる（個人、団体は問わない。）。
(4) 　募集期間
　令和６年６月19日（水）～令和６年８月９日（金）
(5) 　応募方法
　広島県教育委員会のホームページ内にある所定の応募用紙をダウンロードして入力の上、メニューの完成写真（データ）を応募用紙内の所定の位置に貼付して、下記のアドレスに電子メールにより応募する。
(6) 　応募先及び問合せ先
　広島県教育委員会事務局　豊かな心と身体育成課　健康教育係
　〒730-8514　広島県広島市中区基町９番42号
　TEL：082-513-5036　電子メール：ikusei@pref.hiroshima.lg.jp
(7) 　その他
　広島県教育委員会は、下記の点について応募者から了承があったものとみなして、応募されたメニューを取り扱うものとする。
1 メニュー等（写真を含む）の著作権は広島県教育委員会に帰属する。
2 メニューは、給食用にアレンジすることがある。
3 企業等により商品化される場合、メニューの内容や名称が変更されることがある。
4 書類選考を通過したメニューは、広島県教育委員会がレシピ動画の作成や、読みやすさ等を考慮したレシピの編集を行い、広島県教育委員会のホームページ、配布物等に掲載する。
5 「ひろしま給食」１００万食統一メニュー及び「ひろしま給食」１００万食メニューに選定されたメニューは、応募者の氏名、所属・在学校名、学年等を公表する。
6 応募により提供された個人情報について、広島県教育委員会は本プロジェクトに係る業務以外には使用しない。

７　選定に係る協力者
　　広島県教育委員会及び各市町教育委員会から推薦があった栄養教諭等、関係団体及び協賛企業等を選定に係る協力者とし、６の募集内容及び８の選定基準に記載した要件を満たすメニューであるかについて書類選考を行う。

８　メニューの選定
(1) 　メニュー選定方法
選定に係る協力者による書類選考を通過したメニューの中から、県民投票によって「ひろしま給食」１００万食統一メニュー及び「ひろしま給食」１００万食メニューを決定する。投票は、誰でも行うことができる。
投票の方法は、電子投票により、下記の選定基準に基づいて、全部門のメニューの中で最も良いと思うメニュー１点に投票するものとする。なお、投票は、1人１回のみを有効とする。
投票の結果、主食部門及び主菜・副菜・汁物部門の中で、最も得票数が多いメニュー１点を「ひろしま給食」１００万食統一メニューとする。また、「ひろしま給食」１００万食統一メニューを除いて、各部門で得票数が多いものから順に１～２点ずつ、合計４点程度を「ひろしま給食」１００万食メニューとする。
※　選定結果によっては、指定食材５品目のうち選定されない食材がある場合もあり得る。
(2) 　選定基準
	項　目
	内　　　容

	食育テーマ
	食育テーマに沿っているか。

	食材の活用
	指定食材を使用しているか、食材の使い方は適切か。

	普及性
	材料は入手しやすいか、家庭でも簡単に調理できるか。

	独創性
	アイデアの斬新さ、創意工夫があるか。

	汎用性
	様々な料理に応用できるか。

	総　合
	彩り、盛り付けなど全体の見栄えはよいか。


(3) 　投票期間
　令和６年９月中旬～令和６年10月上旬（予定）

９　周知方法
(1) 広島県教育委員会ホームページへの掲載
(2) プレスリリース、フェイスブック、インスタグラムによる広報
(3) 「ひろしま給食」１００万食統一メニューを活用した食育教材の開発・普及
・「ひろしま給食」１００万食統一メニューを紹介するレシピ動画を作成し、県民への広報を行う。
・給食を実施する県立学校及び県内の市町教育委員会に、全国学校給食週間（令和７年１月24日～30日）における学校給食での「ひろしま給食」１００万食統一メニュー等の提供を呼び掛ける。



